
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年３月 10日 

令和７年度 

根室管内特別支援連携協議会だより 
根室管内特別支援連携協議会事務局（根室教育局） 

協議「特別な教育的支援を必要とする幼児児童生徒への切れ目ない支援に向けた体制整備について」 

○ 各委員からの意見 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学校、福祉、労働は立場が違うため、考え方も異なることがあるのではないか。全てを一致させる必

要はないと思うが、「子どもの幸せ、家族の幸せ」という最終的なゴールが一致できていれば「連携」

になる。この「連携」を支えるためには、個別の教育支援計画や特別支援教育コーディネーター及び

管理職の関わりが重要である。 

・様々な情報が特別支援教育コーディネーターのもとに集まってくるが、特別支援教育コーディネーター

を支える仕組みづくりも必要である。 

・個別の教育支援計画を引き継ぐ際に、障が

い名や指導・支援の内容だけの情報では、

進級・進学先での支援がうまくいかないこ

とがある。同じ障がい名であっても、困難

さの現れ方や効果的な支援方法は一人一人

異なるため、具体的なエピソードを含めた

引継ぎが重要ではないか。 

・専門家チーム巡回相談は、依頼が何回でも可能

で、訪問による支援もその都度可能であるため、

各園、学校は、必要に応じて専門的な立場からの

幅広い助言を得る場として活用するとよい。 

説明「専門家チーム巡回相談の概要について」及び「特別支援教育に係る管内の状況について」 

・令和７年度の専門家チームによる巡回相談の主な相談内容は、児童生徒の実態把握と実態に応じた指導

や支援の在り方についてであり、巡回相談の事例から、各学校は、「児童生徒の実態把握」「実態把握に

基づく指導や支援の検討」「保護者や関係機関との連携」に課題意識をもっていると考えられる。 

・巡回相談の状況や各委員からの御意見、各種調査の結果などを踏まえ、引き続き、管理職や特別支援教

育コーディネーターを中心とした校内体制の充実、幼小中高の切れ目ない校種間連携、各学校段階にお

ける関係機関との連携に向けた個別の教育支援計画の効果的な活用など、特別な教育的支援を必要とす

る幼児児童生徒への切れ目ない支援に向けた体制整備を図る必要がある。 

【令和７年度根室管内特別支援連携協議会 取組の重点】 

○ 管理職や特別支援教育コーディネーターを中心とした校内支援体制の充実 

○ 幼小中高の切れ目ない校種間連携と、各学校段階における関係機関との連携に向けた個別の教育支援計画

の効果的な活用 

・高等学校において、高等学校での具体的な対応事

例や、当該生徒の現在の状況について、義務教育

段階の先生方と直接情報共有を行う場を設けた

ことは、切れ目のない支援を具現化する上で、意

義のある取組であったと捉えている。 

・個別の教育支援計画をより有効に活用するた

めには、作成することを目的とするのではな

く、「いつ」、「どのような時に」、「どんな目的

で」利用するのかという、活用の意図を明確

にして作成していくことが大切ではないか。 

 令和８年２月３日（火）に、令和７年度第２回特別支援連携協議会を

開催しました。事務局から専門家チーム巡回相談の概要及び特別支援

教育に係る管内の状況についての説明を行い、その後、委員による協議

を行いました。本会議の概要を紹介します。 

・個別の教育支援計画の作成に当たっては、初めか

ら完璧なものを作ろうとするのではなく、必要な

ことをピンポイントで記入し、それを見直しなが

ら作り変えていくことが大切ではないか。 

○ まとめ（北海道教育大学釧路校・准教授 田中委員） 


